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	YOUTH WORKER
	若者のいまとこれからを支える専門スタッフ養成プログラム①
	第30期ユースワーカー 養成講習会 in 京都
	グループワークを通して、若者に関わる心構えを学ぶ！ 参加者とふりかえりながら若者への関わり方が学べる！
	若者のいまとこれからを支えるスタッフ＝「ユースワーカー」を育てるプログラム。ワークと講義を通してユースワーカーとしての基礎を2日間で学びます。 講習会に参加された方は、11月の継続研修も受講していただけます。 継続研修についての詳細は裏面をご確認ください。
	日程
	2026年9月12日（土）10：00～18：15 　Session 1.若者を支える仕事～ユースワークとユースワーカー～ 　Session 2.ユースワーカーとしての自己理解 　Session 3.ユースワークの価値を探る 2026年9月13日（日）10：00～18：00 　Session 4.ユースワーカーに求められるスキルI～コミュニケーション～ 　Session 5.ユースワーカーに求められるスキルⅡ～グループプロセス～ 　Session 6.実践の省察と事例検討

	会場
	対象
	講師
	費用
	若者に関わる現場を持つ人／若者支援現場で活動している人 例）青少年関係団体の職員・ボランティア 　　ボランティアグループのリーダー層 　　ケースワーカー、養護教諭、カウンセラーなど
	山本智也氏（大阪成蹊大学　教育学部　教授） 水野篤夫氏（ユースワーカー協議会　代表） 竹久輝顕　米田光晴　竹田明子 （京都市ユースサービス協会）

	8,000円（学生・院生3,500円） 過去年度受講者の再履修 5,000円（学生・院生2,500円）
	定員
	25名程度
	主催
	共催
	申込
	公益財団法人　京都市ユースサービス協会
	ユースワーカー協議会

	若者のいまとこれからを支える専門スタッフ養成プログラム②


	CONTINUING TRAINING
	ユースワーカー養成 継続研修 in 京都
	ユースワーカー養成講習会の内容をふりかえり 実践の省察にとりくむ！
	日程
	会場
	対象
	講師
	費用
	2,000円(学生・院生1,000円)
	定員
	16名程度
	主催
	公益財団法人　京都市ユースサービス協会
	共催
	ユースワーカー協議会
	申込
	公益財団法人

	京都市ユースサービス協会



